




















主な事業内容：
不動産事業、経営指導事業、自動車運転免許教習事業、山林事業　等

その他事業

■ 2020年度レビュー

主な事業内容：
空調製品、感温性粘着テープ、医療用ゴム製品、プラスチック製医療機器

化工品事業
NITTAグループの１つの柱、1メーカーとして
信頼されるものづくりの徹底へ。

主な事業内容：高機能製品、産業資材製品、建設資材製品、防水資材製品

ガードコーン製品 鉄道車両用空気ばね

　テナントの退去および賃料の減免要請等
の影響により、売上高は8億3千6百万円と前
連結会計年度比5千万円の減少（5.7％減）と
なりました。セグメント利益は、2億6千2百万
円と前連結会計年度比7千4百万円の減少
22.0％減）となりました。

　経営指導の対象となる関係会社の売上が
増加した結果、売上高は13億6千9百万円と
前連結会計年度比6千9百万円の増加（5.3％
増）となり、セグメント利益は、12億6千万円
と前連結会計年度比8千1百万円の増加
（6.9％増）となりました。

　自動車運転免許教習事業や北海道におけ
る山林事業で構成されるその他の事業の売
上高は12億8千7百万円と前連結会計年度比
6千9百万円の減少（5.1％減）となり、セグメン
ト利益は、3千1百万円と前連結会計年度比7 
千3百万円の減少（69.9％減）となりました。

不動産事業（土地および建物の賃貸） 経営指導事業（関係会社に対する経営指導） その他（自動車運転免許教習事業、山林事業 等）

医療用ゴム製品・
プラスチック製医療機器

今後の成長戦略

1. 医薬用ゴム製品事業の成長
　 (新規顧客獲得)

2. 衛生用ゴム部品の製品
　 競争力強化、差別化

3. プラスチック製医療機器のシェア拡大

感温性
粘着テープ製品

今後の成長戦略

1. 既存事業（電子部品市場）への
　 強化（深化）

2. 新市場、新顧客の獲得（探索）
　 インテリマー樹脂の事業化

3. 新製品の創出（探索）

空調製品

今後の成長戦略
1. 既存事業の持続的成長（新規/リピートSBU、測定器SBU)
SDGs推進活動として、省エネ・省資源・
省コスト貢献製品の拡販を推進する

2. 新製品開発の加速（機器装置SBU）

3. 新事業の探索（ライフサイエンス）
SDGs推進活動として、省エネ・省資源・
省コスト貢献製品の拡販を推進する

セグメント別事業概況
Nitta Group business activities
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・既存事業、既存技術の深化
・新市場、新顧客の獲得　
・新製品、新事業の創出

中長期経営計画「SHIFT2030」達成に向けた事業戦略

今後の成長戦略

信頼されるものづくりを通じて、お客様の安心感と満足度を高め続ける。

1. 成長へのSHIFT

COVID-19の影響等で、不要不急の移動自粛等に伴いOA機器部
品を中心とする海外売上高が減少。一般産業部品等の国内需要は低
調となり、目標達成には至りませんでした。以上の結果、売上高は
120億7千万円と前連結会計年度比10億8千2百万円の減少（8.2%
減）となりました。セグメント利益は、減収の影響で7千6百万円と前
連結会計年度比 1億1千4百万円の減少（59.9%減）となりました。
TOYO TIRE(株)よりトラック・バス用の空気ばね事業（製造・開発）
の譲渡を受けたことにより、新たな事業が加わりました。次年度の化
工品事業全体の拡大・成長を予測しています。

■ 2020年度レビュー ■ 業績推移

　空調製品は、製薬業界や電子デバイス業界の設備投資需要によ
り測定器の需要が堅調であったことに加え、検査キットが好調でし
た。フィルタ製品では新規建築物件は低調でしたが、交換需要およ
び感染症対策製品のクリーンファンユニットの需要が旺盛であった
ことにより、全体としては好調となりました。感温性粘着テープは、
電子部品製造向けが好調でした。以上の結果、売上高は110億2千7
百万円と前連結会計年度比4億8百万円の増加（3.9%増）となりま
した。
　セグメント利益は、経費削減効果等により、3億4千8百万円と前
連結会計年度比2億1千4百万円の増加（160.8%増）となりました。

■ 2020年度レビュー

ニッタ化工品株式会社
代表取締役 社長

藤田 泰徳

ファンフィルタ
ユニット

高性能エア
フィルタ

感温性
粘着テープ製品

哺乳瓶用乳首医療用ゴム製品 輸液用チューブ製品

重点的な取り組みの進捗
●品質強化によるクレーム削減と経営の安定化として、TQM活動による品質保証レベルのさらなる強化へ
●CSRの推進・強化のため、コンプライアンス遵守活動の継続および内部統制推進体制の構築を実施
●従業員が安心して働ける職場づくりとして、職場における安全を第一とし、ヒヤリハット活動への積極的な取り組みと不安全箇所の改善を引き続き実施

■ 2021年度基本方針［ニッタ化工品株式会社］
成長へのSHIFT
2021年度予算の達成とKPIの確実な実行として、事業グルー

プ制導入による製販技品一体運営、「責任・権限」の明確化、品質
レベルの向上と体制構築・強化、NITTAグループ行動憲章を業務
活動の基本としたCSR推進、従業員が安心して働ける職場づくり。
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13,152 12,070

前年度比

8.2%減
前年度比

59.9%減

売上高（単位：百万円） セグメント利益（単位：百万円）

2021年
3月期

2020年
3月期

2021年
3月期

2020年
3月期

・海外販売および海外生産の拡充
・コーポレート機能による成長支援

3. 更なるグローバル化へのSHIFT
・原価低減によるコスト競争力向上
・CS活動推進による顧客重視の事業遂行

2. 企業価値向上へのSHIFT

■ 業績推移

133

34810,618 11,027

前年度比

3.9%増
前年度比

160.8%
増

売上高（単位：百万円） セグメント利益（単位：百万円）

2021年
3月期

2020年
3月期

2021年
3月期

2020年
3月期
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その他産業用製品事業
































